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は
じ
め
に

日
本
中
世
史
に
関
心
を
も
つ
研
究
者
に
と
っ
て
は
周
知
の
こ
と
で
は
あ
る

が
、
竹
内
理
三
氏
が
編
纂
さ
れ
た
『
鎌
倉
遺
文
』
は
鎌
倉
時
代
の
文
書
を
網
羅

的
に
収
録
し
た
史
料
集
で
あ
り
、
三
万
五
千
通
を
越
え
る
文
書
が
、
古
文
書
編

（
全
四
十
二
巻
）
と
古
文
書
編
補
遺
（
全
四
巻
）
の
そ
れ
ぞ
れ
に
、
年
代
順
に

配
列
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
作
成
さ
れ
た
年
月
日
の
情
報
（
案
文
や
写
の
場

合
は
、
正
確
に
は
、
当
該
文
書
の
正
文
の
作
成
年
月
日
の
情
報
）
が
不
完
全
な

文
書
が
相
当
数
あ
り
、
そ
う
し
た
文
書
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
な
ど
を
根
拠
に

編
者
が
相
当
と
判
断
さ
れ
た
位
置
に
配
列
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
小
論
が
関
心
を

寄
せ
る
次
の
文
書
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。

　

 

播
磨
国
御
家
人
広
峯
兵
衛
尉
代
〈
子
息
、
治
部
大
夫
〉
自
七
月
九
日
至
八

月
十
九
日
、
御
宿
直
令
勤
仕
畢
。
以
此
旨
、
可
有
御
披
露
候
。
恐
惶
謹

言
。

　
　

文
永（
字
脱
ヵ
）八月
廿
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
祐
〈
判
〉

　
　

南
条
左
衛
門
尉
殿　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

承
判（
１
）

『
鎌
倉
遺
文
』
が
「
広
峯
長
祐
注
進
状
写（
２
）」
と
名
付
け
た
こ
の
文
書
は
、

こ
の
史
料
集
の
古
文
書
編
に
収
録
さ
れ
て
い
る
二
千
八
百
通
あ
ま
り
の
文
永
年

間
（
一
二
六
四
〜
一
二
七
五
）
の
文
書
の
最
末
に
配
置
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の

理
由
は
、
文
永
の
年
号
が
記
さ
れ
た
文
書
中
、
最
も
遅
い
時
期
の
文
書
で
あ
る

こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
は
な
く
、「
文
永
八
月
廿
日
」
と
い
う
不
完

全
な
日
付
情
報
ゆ
え
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
こ
の
日
付
の
表
記
は
、
森
幸
夫
氏
が

冷
静
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、「
年
が
欠
け
て
い
る
の
か
、
或
い
は
月
が

欠
け
て
い
る
の
か
、
に
わ
か
に
明
ら
か
に
し
え
な
い（
３
）」
が
、
こ
の
小
論
で

は
、
差
し
当
た
り
、
大
方
の
研
究
者
と
同
様
に
、「
八
月
廿
日
」
の
部
分
に
は

欠
損
等
は
な
く
、
文
永
何
年
か
を
示
す
漢
数
字
と
「
年
」
字
を
欠
い
て
い
る
、

と
考
え
て
お
き
た
い（
４
）。

さ
て
、
こ
の
小
論
で
は
、
便
宜
的
に
、
当
該
文
書
を
広
峯
長
祐
注
進
状
と
呼

ぶ
こ
と
に
す
る
が
、
如
上
の
文
言
か
ら
確
認
で
き
る
こ
と
や
推
測
で
き
る
こ
と

「
最
後
の
事
件
」
に
関
す
る
一
史
料

　
　
　
　

│
広
峯
長
祐
注
進
状
小
考

│
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し
、
さ
ら
に
「
御
宿
直
」
の
具
体
的
内
容
を
確
認
す
る
こ
と
に
あ
る
。

一
　「
文
永
」
誤
記
説

広
峯
長
祐
注
進
状
を
と
り
あ
げ
た
大
方
の
研
究
者
は
、
現
状
の
日
付
情
報
そ

の
も
の
に
つ
い
て
は
信
を
置
き
、
当
該
文
書
（
の
正
文
）
は
、
文
永
年
間
の
八

月
二
〇
日
に
作
成
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
思
う
。
こ
れ
に
対

し
て
、「
文
永
八
月
廿
日
」
の
「
文
永
」
が
誤
記
で
あ
る
と
さ
れ
る
の
が
、
以

下
に
紹
介
す
る
『
兵
庫
県
史
』
で
あ
る
。

『
兵
庫
県
史
』
は
、
鎌
倉
時
代
中
期
の
広
峯
氏
の
家
系
に
つ
い
て
、「
家
長
―

長
祐
―
治
部
大
夫
と
な
る
」
と
さ
れ
る
が
、
そ
の
根
拠
の
一
つ
は
、
広
峯
長
祐

注
進
状
の
本
文
中
の
「
広
峯
兵
衛
尉
」、
す
な
わ
ち
、「
治
部
大
夫
」
の
父
親
と

差
出
人
の
「
長
祐
」
と
は
同
一
人
物
で
あ
る
、と
す
る
理
解
の
よ
う
で
あ
る
（
６
）。

さ
ら
に
『
兵
庫
県
史
』
は
、「
播
磨
国
御
家
人
広
峯
兵
衛
大
夫
家
長
」
が
「
子

息
長
祐
」
に
自
身
の
「
代
官
」
と
し
て
大
番
役
を
勤
仕
さ
せ
て
い
る
こ
と
を
示

す
記
述
が
弘
安
二
（
一
二
七
九
）
年
十
月
十
五
日
付
の
文
書（
７
）
に
あ
る
こ
と

と
、「
播
磨
国
御
家
人
広
峯
兵
衛
大（
マ
ヽ
）
輔
子
息
長
祐
」
と
い
う
記
述
が
弘
安
八

（
一
二
八
五
）
年
十
一
月
二
十
三
日
付
の
文
書（
８
）
に
あ
る
こ
と
か
ら
、「
広
峯

家
長
の
子
が
長
祐
で
あ
」
り
、「
文
永
年
間
と
伝
え
る
御
家
人
長
祐
の
出
て
く

る
史
料
」、
す
な
わ
ち
、
こ
の
小
論
が
注
目
す
る
広
峯
長
祐
注
進
状
の
「『
文

永
』
が
誤
記
で
弘
安
よ
り
下
る
事
実
を
さ
す
」
と
推
測
さ
れ
て
い
る（
９
）。

あ
ら
た
め
て
確
認
す
れ
ば
、『
兵
庫
県
史
』
が
説
か
れ
る
「
文
永
」
誤
記
説

は
、
広
峯
長
祐
注
進
状
の
作
成
者
で
あ
る
「
長
祐
」
は
、
実
際
に
「
御
宿
直
」

を
勤
仕
し
た
「
治
部
大
夫
」
の
父
親
に
あ
た
る
「
広
峯
兵
衛
尉
」
で
あ
る
、
と

す
る
理
解
に
支
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
現
存
す
る
広
峯
氏
関
係

を
整
理
す
る
と
、
概
略
、
以
下
の
ご
と
く
に
な
ろ
う
。

① 　

播
磨
国
の
御
家
人
「
広
峯
兵
衛
尉
」
の
子
「
治
部
大
夫
」
が
、
七
月
九

日
か
ら
八
月
十
九
日
に
か
け
て
、「
御
宿
直
」
を
勤
仕
し
て
い
る
。

② 　
「
御
宿
直
」
の
勤
仕
期
間
に
つ
い
て
の
情
報
が
月
日
の
み
で
、
年
に
つ

い
て
の
情
報
を
記
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
す
る
と
、「
御
宿
直
」
の
勤
仕

は
、「
文
永
八
月
廿
日
」
と
同
じ
年
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

③ 　

こ
の
文
書
を
作
成
し
た
「
長
祐
」
は
、「
南
条
左
衛
門
尉
」
に
対
し
、

①
の
内
容
を
披
露
し
て
く
れ
る
よ
う
依
頼
し
て
い
る
。

④ 　
「
承
判
」
の
文
言
を
信
じ
れ
ば
、「
南
条
左
衛
門
尉
」
は
そ
の
依
頼
に
応

え
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

⑤ 　

③
お
よ
び
④
か
ら
、「
南
条
左
衛
門
尉
」
は
、
な
ん
ら
か
の
組
織
ま
た

は
集
団
に
お
い
て
、
上
司
も
し
く
は
主
人
に
相
当
す
る
人
物
の
も
と
で
、

「
御
宿
直
」
に
関
す
る
実
務
を
担
当
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ま
で
、
広
峯
長
祐
注
進
状
は
、
鎌
倉
時
代
中
期
の
広
峯
氏

の
家
系
を
考
え
る
素
材
と
し
て
、
ま
た
、
鎌
倉
幕
府
と
い
う
政
治
権
力
に
お
け

る
「
南
条
左
衛
門
尉
」
の
立
場
や
役
割
を
考
え
る
手
が
か
り
と
し
て
、
と
り
あ

げ
ら
れ
て
き
た（
５
）。
た
だ
、
如
上
の
整
理
が
示
す
よ
う
に
、
こ
の
文
書
の
文

面
か
ら
知
り
う
る
こ
と
は
決
し
て
多
く
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
推
測
に
基
づ
い
て

議
論
が
展
開
さ
れ
る
こ
と
が
間
間
あ
り
、
そ
の
結
果
、
史
料
に
基
づ
か
な
い
以

上
、
当
然
の
こ
と
で
は
あ
ろ
う
が
、
次
節
以
下
で
紹
介
す
る
よ
う
に
、
研
究
者

間
で
見
解
の
相
違
が
生
じ
て
い
る
。
特
に
共
通
の
理
解
が
得
ら
れ
て
い
な
い
の

は
、「
御
宿
直
」
の
具
体
的
内
容
で
あ
る
が
、
そ
の
点
を
明
ら
か
に
す
る
た
め

に
は
、
広
峯
長
祐
が
い
つ
注
進
状
（
正
確
に
は
、
現
状
の
写
で
は
な
く
、
注
進

状
の
正
文
）
を
作
成
し
た
の
か
も
特
定
す
る
必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
う
。
す
な

わ
ち
、
こ
の
小
論
の
さ
さ
や
か
な
課
題
は
、
広
峯
長
祐
注
進
状
の
日
付
を
特
定
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山
に
位
置
す
る
広
峯
神
社
周
辺
）
か
ら
ほ
ど
近
い
場
所
で
「
御
宿
直
」
を
勤
仕

し
た
と
す
れ
ば
、
実
際
に
「
御
宿
直
」
を
勤
仕
し
た
「
治
部
大
夫
」
で
は
な

く
、「
治
部
大
夫
」
を
自
身
の
代
理
と
し
て
「
御
宿
直
」
を
勤
仕
さ
せ
た
「
広

峯
兵
衛
尉
」
が
、「
南
条
左
衛
門
尉
」
充
の
注
進
状
を
作
成
し
た
、
と
い
う
可

能
性
を
完
全
に
否
定
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
問
題
と
な
る

の
は
、「
御
宿
直
」
の
具
体
的
内
容
で
あ
り
、
充
所
の
「
南
条
左
衛
門
尉
」
が

い
ず
れ
の
組
織
ま
た
は
集
団
に
属
す
る
人
物
で
あ
る
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ

る
、
と
考
え
る
。
そ
こ
で
、
節
を
あ
ら
た
め
て
、
こ
れ
ら
の
点
に
関
す
る
先
学

の
理
解
を
紹
介
し
よ
う
。

二
　「
南
条
左
衛
門
尉
」
と
「
御
宿
直
」

広
峯
長
祐
注
進
状
の
充
所
で
あ
る
「
南
条
左
衛
門
尉
」
に
つ
い
て
、
建
治
元

（
一
二
七
五
）
年
八
月
七
日
唯
浄
注
進
状
案（

14
）
に
「
相
模
式
部
大
夫
後
見
南

条
新
左
衛
門
尉
頼
員
」
と
記
さ
れ
て
い
る
南
条
頼
員
で
あ
る
、
と
理
解
さ
れ
る

研
究
者
が
い
る（

15
）
一
方
で
、
こ
れ
を
疑
問
視
す
る
向
き
も
あ
る（

16
）。
ま
ず

は
、
前
者
の
南
条
頼
員
説
か
ら
み
て
み
よ
う
。

如
上
の
唯
浄
注
進
状
案
に
登
場
す
る
「
相
模
式
部
大
夫
」
は
、
か
の
北
条
時

宗
の
異
母
兄
北
条
時
輔（

17
）
で
、
彼
は
、
文
永
元
（
一
二
六
四
）
年
十
一
月
九

日
に
入
京（

18
）
し
て
か
ら
、
文
永
九
（
一
二
七
二
）
年
二
月
十
五
日
に
い
わ
ゆ

る
二
月
騒
動
で
誅
殺（

19
）
さ
れ
る
ま
で
、
六
波
羅
探
題
南
方
の
任
に
あ
っ
た
。

そ
の
北
条
時
輔
と
南
条
頼
員
と
の
関
係
を
象
徴
的
に
示
し
て
い
る
の
が
、
次
の

『
吾
妻
鏡
』
の
記
事
で
あ
る
。

　

 （
前
略
）
今
日
午
二
点
、
相
州
禅
室
若
君
〈
御
名
正
寿
、
七
歳
〉
於
御
所

被
加
首
服
。（
中
略
）
次
進
物
。

の
文
書
を
み
る
か
ぎ
り
、
こ
の
「
文
永
」
誤
記
説
が
成
立
す
る
余
地
は
な
い
、

と
断
言
し
う
る
よ
う
に
思
う
。
す
な
わ
ち
、
弘
安
四
（
一
二
八
一
）
年
八
月

十
六
日
源
家
長
譲
状（

10
）
で
、
譲
状
作
成
者
の
家
長
は
、
長
祐
を
「
嫡
子
治
部

房
長
祐
」
と
呼
称
し
て
お
り
、
正
応
三
（
一
二
九
〇
）
年
卯
月
十
日
広
峯
長
祐

着
到
状（

11
）
で
は
、
長
祐
本
人
が
、「
播
磨
国
御
家
人
広
峯
治
部
法
橋
長
祐
」

と
自
称
し
て
い
る
。
他
方
、
長
祐
を
「
嫡
子
」
と
呼
ぶ
家
長
に
つ
い
て
み
て
み

る
と
、
上
述
の
ご
と
く
、
弘
安
二
（
一
二
七
九
）
年
十
月
十
五
日
付
の
文
書（

12
）

に
は
「
播
磨
国
御
家
人
広
峯
兵
衛
大
夫
家
長
」
と
あ
り
、
ま
た
、
正
元
元

（
一
二
五
九
）
年
閏
十
月
十
六
日
関
東
御
教
書（

13
）
に
は
「
幡
（
マ
ヽ
）磨
国
御
家
人
広

峯
兵
衛
尉
家
長
」
と
あ
る
。
つ
ま
り
、
現
存
す
る
広
峯
氏
関
係
の
文
書
群
の
中

に
、
長
祐
を
表
現
す
る
際
に
、「
治
部
」
を
含
ん
だ
呼
称
を
用
い
た
文
書
や
、

長
祐
の
父
家
長
を
表
現
す
る
際
に
、「
兵
衛
」
を
含
ん
だ
呼
称
が
用
い
た
文
書

を
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
る
が
、「
兵
衛
」
を
含
ん
だ
呼
称
で
長
祐
を
表
現
し

て
い
る
文
書
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
官
途
に
ち
な
ん
だ
と
思
わ
れ
る
如

上
の
表
記
の
あ
り
か
た
か
ら
す
る
と
、
広
峯
長
祐
注
進
状
の
「
広
峯
兵
衛
尉
」

は
、
長
祐
で
は
な
く
、
長
祐
の
父
家
長
で
あ
り
、
父
の
代
理
と
し
て
「
御
宿

直
」
を
勤
仕
し
た
「
治
部
大
夫
」
を
長
祐
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
か
く
考
え

う
る
と
す
れ
ば
、
広
峯
長
祐
注
進
状
の
「
文
永
」
に
疑
問
を
い
だ
く
必
要
は
な

い
、
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

さ
ら
に
付
言
す
れ
ば
、「
八
月
廿
日
」
は
、「
治
部
大
夫
」
に
よ
る
「
御
宿

直
」
勤
仕
の
最
終
日
の
翌
日
に
あ
た
る
か
ら
、「
御
宿
直
」
の
事
実
の
披
露
を

「
南
条
左
衛
門
尉
」
に
要
請
し
た
「
長
祐
」
は
、
子
息
に
「
御
宿
直
」
を
勤
仕

さ
せ
た
「
広
峯
兵
衛
尉
」
よ
り
も
、「
御
宿
直
」
を
実
際
に
勤
仕
し
た
「
治
部

大
夫
」
で
あ
る
ほ
う
が
、
話
が
わ
か
り
や
す
い
。
も
っ
と
も
、「
広
峯
兵
衛

尉
」
の
本
拠
（
具
体
的
に
は
、
現
在
の
兵
庫
県
姫
路
市
の
市
街
地
北
方
の
広
嶺
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念
の
た
め
付
言
す
れ
ば
、
梶
川
氏
が
挙
げ
た
三
点
の
根
拠
の
う
ち
、
文
永
六

年
七
月
五
日
六
波
羅
下
知
状
案
は
、
若
狭
国
太
良
荘
の
雑
掌
に
よ
る
訴
え
に
対

す
る
弁
明
を
同
荘
の
地
頭
に
求
め
た
下
知
状
の
部
分
（
発
給
者
は
六
波
羅
探
題

南
方
の
北
条
時
輔
と
同
北
方
の
北
条
時
茂
）
と
、

　

訴
状
裏
判

　
　

南
条
左
衛
門
尉　
　
　
　

河
井
右
衛
門
尉

　
　

高
橋
右
衛
門
尉　
　
　
　

島
田
兵
衛
五
郎

と
記
さ
れ
た
部
分
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、「
訴
状
裏
判
」
以
下
の
記
述
を
信

じ
れ
ば
、「
南
条
右
衛
門
尉
」
は
、「
河
井
右
衛
門
尉
」
ら
と
と
も
に
、
若
狭
国

太
良
荘
の
雑
掌
が
提
出
し
た
訴
状
の
裏
に
花
押
を
記
し
て
い
る
か
ら
、
六
波
羅
に

お
い
て
、
訴
訟
に
関
与
す
る
奉
行
人
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
実
視
さ
れ
る（

25
）。

第
二
の
根
拠
の
『
天
台
座
主
記
』
の
文
永
四
年
の
記
事
は
次
の
よ
う
な
も
の

で
あ
る
。

　

 

四
月
廿
九
日
、
園
城
寺
鴻
鐘
交
替
武
家
使
南
条
左
衛
門
尉
頼
員
、
高
左
衛

門
尉
実
重
。
是
去
文
永
元
年
〈
五
月
二
日
〉、
寺
門
発
向
之
時
、
山
徒
等

就
取
之
、
今
日
返
遣
之（

26
）。

悉
皆
調
査
を
お
こ
な
っ
た
わ
け
で
は
な
い
か
ら
断
定
は
で
き
な
い
が
、
当
該

期
の
貴
族
社
会
に
属
す
る
人
び
と
は
、
六
波
羅
を
さ
し
て
「
武
家
」
と
称
す
る

こ
と
が
多
い
よ
う
で
あ
る
か
ら（

27
）、
梶
川
氏
が
注
目
さ
れ
た
こ
の
記
事
の

「
武
家
使
南
条
左
衛
門
尉
頼
員
、
高
左
衛
門
尉
実
重
」
と
い
う
記
述
を
も
っ

て
、
頼
員
が
六
波
羅
に
所
属
し
て
い
た
と
み
る
こ
と
は
可
能
で
あ
ろ
う
。
さ
ら

に
、
こ
の
時
の
使
者
派
遣
に
関
し
て
、『
外
記
日
記　

新
抄
』
に
次
の
記
事
が

あ
る
。

　

 

三
井
寺
鐘
被
取
籠
于
山
門
。
依
関
東
下
知
、
自
六
波
羅
使
者
、
請
取
件
鐘

遣
三
井
寺
云
（々
28
）。

　
（
中
略
）

　

三
御
馬
〈
同
〉　　
　

相
模
三
郎
時
利　
　
　

南
条
新
左
衛
門
尉
頼
員

　
（
後
略
）（20
）

北
条
時
宗
（「
相
州
禅
室
若
君
〈
御
名
正
寿
、
七
歳
〉」）
の
元
服
の
儀
式
に

関
す
る
上
記
の
『
吾
妻
鏡
』
正
嘉
元
（
一
二
五
七
）
年
二
月
二
十
六
日
条
に
お

い
て
、
頼
員
は
、
当
時
、
初
名
の
時
利
を
名
乗
っ
て
い
た
時
輔
を
補
佐
す
る
か

た
ち
で
、
進
物
の
「
三
御
馬
」
を
担
当
し
て
い
る
。
南
条
頼
員
に
つ
い
て
詳
細

な
検
討
を
お
こ
な
わ
れ
た
梶
川
貴
子
氏
に
よ
れ
ば
、『
吾
妻
鏡
』
に
頼
員
が
登

場
す
る
記
事
は
、
如
上
の
正
嘉
元
年
二
月
二
十
六
日
条
を
含
め
、
四
点
存
在
す

る（
21
）。
そ
の
う
ち
、「
頼
員
」
と
い
う
実
名
を
記
し
て
い
る
の
は
、
正
嘉
元

年
二
月
二
十
六
日
条
の
み
で
、
他
の
三
点
は
、
い
ず
れ
も
実
名
を
欠
き
、「
南

条
新
左
衛
門
尉
」
と
あ
る
だ
け
で
あ
る
が
、
正
嘉
元
年
正
月
一
日
条
と
文
応
元

（
一
二
六
〇
）
年
正
月
一
日
条
の
「
南
条
新
左
衛
門
尉
」
は
、
鎌
倉
殿
宗
尊
親

王
の
御
行
始
の
際
の
引
出
物
の
「
三
御
馬
」
を
、
時
宗
の
元
服
時
と
同
様
に
、

時
輔
と
と
も
に
担
当
し
て
い
る
。
残
る
正
嘉
二
（
一
二
五
八
）
年
正
月
一
日
条

の
「
南
条
新
左
衛
門
尉
」
は
、
垸
飯
で
献
上
さ
れ
た
「
二
御
馬
」
を
、
時
輔
で

は
な
く
、
北
条
業
時
（
重
時
の
子
）
と
と
も
に
担
当
し
て
い
る
が
、
こ
の
正
嘉

二
年
正
月
一
日
条
の
「
南
条
新
左
衛
門
尉
」
も
含
め
、
実
名
表
記
の
な
い
『
吾

妻
鏡
』
の
「
南
条
新
左
衛
門
尉
」
は
、
時
期
も
近
接
し
て
い
る
こ
と
か
ら
み

て
、
梶
川
氏
が
理
解
さ
れ
て
い
る
と
お
り
、
南
条
頼
員
で
あ
る
と
み
て
よ
か
ろ
う
。

そ
う
し
た
南
条
頼
員
の
文
永
年
間
の
活
動
に
つ
い
て
、
梶
川
氏
は
、
文
永
六

（
一
二
六
九
）
年
七
月
五
日
六
波
羅
下
知
状
案（

22
）
と
『
天
台
座
主
記
』
中
の

文
永
四
（
一
二
六
七
）
年
の
記
事（

23
）
に
加
え
、
広
峯
長
祐
注
進
状
を
根
拠

に
、
北
条
時
輔
が
上
洛
し
た
文
永
元
年
以
降
、
時
輔
と
と
も
に
在
京
し
て
い

た
、
と
す
る
理
解
を
示
さ
れ
て
い
る（

24
）。
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が
京
都
大
番
役
を
勤
仕
し
た
事
例
が
検
出
で
き
な
い
こ
と
を
自
説
の
根
拠
に
さ

れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
前
提
に
は
、
六
波
羅
に
所
属
す
る
人
物
が
関
与

す
る
「
御
宿
直
」
は
、
京
都
大
番
役
に
「
伴
う
何
ら
か
の
軍
役
」
だ
け
、
と
い

う
よ
う
な
予
断
が
あ
る
よ
う
に
思
う
。
そ
の
妥
当
性
は
と
も
か
く
と
し
て
、
広

峯
長
祐
注
進
状
の
「
南
条
左
衛
門
尉
」
が
南
条
頼
員
で
あ
る
こ
と
を
直
接
的
に

示
す
史
料
的
根
拠
が
な
い
と
し
て
も
、
先
に
確
認
し
た
ご
と
く
、
文
永
年
間
の

南
条
頼
員
の
呼
称
が
左
衛
門
尉
と
い
う
官
途
に
由
来
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
史

料
が
複
数
存
在
す
る
こ
と
か
ら
み
て
、
蓋
然
性
が
高
い
の
は
、
伊
藤
氏
の
所
説

で
は
な
く
、「
南
条
左
衛
門
尉
」
の
実
名
を
頼
員
と
す
る
理
解
の
ほ
う
で
あ
る

と
思
う
。

そ
れ
で
は
、
広
峯
長
祐
注
進
状
の
「
南
条
左
衛
門
尉
」
を
南
条
頼
員
と
み
る

研
究
者
は
、「
御
宿
直
」
の
具
体
的
内
容
を
い
か
な
る
も
の
と
考
え
て
お
ら
れ

る
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
点
に
つ
い
て
、
梶
川
氏
は
「
六
波
羅
で
の
宿
直
勤
仕
」
と
表
現
す
る
だ

け
で
、
勤
務
地
が
六
波
羅
で
あ
っ
た
こ
と
以
外
、
何
も
述
べ
ら
れ
て
い
な
い

が
（
31
）、
六
波
羅
奉
行
人
の
網
羅
的
検
出
を
お
こ
な
わ
れ
た
森
幸
夫
氏
は
、
広

峯
長
祐
注
進
状
を
、「
宿
直
勤
仕
に
つ
い
て
、
そ
の
勤
務
終
了
証
明
を
六
波
羅

探
題
に
求
め
た
も
の
で
あ
り
、
平
時
に
お
け
る
軍
役
勤
務
に
関
係
し
た
文
書
」

と
さ
れ
る
。
こ
の
小
論
で
の
問
題
関
心
に
そ
く
し
て
い
え
ば
、
森
氏
は
、「
御

宿
直
」
を
平
時
に
お
け
る
軍
役
、
と
考
え
て
お
ら
れ
る
の
で
あ
る（

32
）。

な
お
、
森
氏
は
、「
文
永
八
月
廿
日
」
の
日
付
を
も
つ
広
峯
長
祐
注
進
状
と

と
も
に
、
弘
安
八
（
一
二
八
五
）
年
十
一
月
の
霜
月
騒
動
（
史
料
中
の
表
現
で

い
え
ば
「
関
東
御
事
」）
の
際
の
長
祐
の
着
到
状
に
も
注
目
さ
れ
て
い
る
。

　

 

播
磨
国
御
家
人
広
峯
兵
衛
大
輔
子
息
長
祐
、
依
関
東
御
事
参
上
仕
候
。
以

此
旨
、
可
有
御
披
露
。
恐
惶
謹
言
。

「
自
六
波
羅
使
者
」
が
『
天
台
座
主
記
』
の
記
事
中
の
「
武
家
使
南
条
左
衛

門
尉
頼
員
、
高
左
衛
門
尉
実
重
」
を
さ
す
こ
と
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
か
ら
、

少
な
く
と
も
文
永
四
年
四
月
の
時
点
で
は
、
頼
員
は
六
波
羅
に
所
属
し
て
い

た
、
と
判
断
し
て
差
し
支
え
な
い
よ
う
に
思
う
。

な
お
、
こ
の
小
論
が
注
目
し
て
い
る
広
峯
長
祐
注
進
状
に
つ
い
て
、
梶
川
氏

は
「
六
波
羅
関
連
の
文
書
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
南
条
左
衛
門
尉
は
頼
員
と

み
て
よ
い
だ
ろ
う（

29
）」
と
さ
れ
る
が
、
広
峯
長
祐
注
進
状
そ
の
も
の
に
「
六

波
羅
関
係
の
文
書
で
あ
る
」
こ
と
を
示
す
記
述
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
議
論

の
組
み
立
て
方
と
し
て
は
、
広
峯
長
祐
注
進
状
の
充
所
の
「
南
条
左
衛
門
尉
」

は
六
波
羅
に
所
属
し
て
い
た
南
条
頼
員
で
あ
る
可
能
性
が
高
く
、
し
た
が
っ

て
、
広
峯
長
祐
注
進
状
は
六
波
羅
関
連
の
文
書
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
、
と
す

べ
き
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
本
節
冒
頭
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
南
条
頼
員
説
に
疑
問
を
呈
す

る
研
究
者
も
お
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
伊
藤
邦
彦
氏
は
、
広
峯
長
祐
注
進
状
の

「
南
条
左
衛
門
尉
」
が
南
条
頼
員
で
あ
る
可
能
性
に
言
及
さ
れ
な
が
ら
も
、
南

条
頼
員
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、「
御
宿
直
」
は
「
京
都
大
番
播
磨
国
役
に
伴
う

何
ら
か
の
軍
役
で
あ
っ
た
と
す
る
想
定
も
で
き
る
」
が
、
文
永
年
間
に
播
磨
国

の
御
家
人
が
京
都
大
番
役
を
勤
仕
し
た
事
例
が
検
出
で
き
ず
、
他
方
、「
南
条

が
得
宗
被
官
に
多
く
見
ら
れ
る
名
字
で
あ
る
こ
と
」
や
、建
治
二
（
一
二
七
六
）

年
に
は
北
条
時
宗
が
播
磨
守
護
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
時
宗
の
播
磨
国
守
護
就
任
は
文
永
末
年
ま
で
に
遡
る
と
す
る
見
通
し
を
述

べ
ら
れ
た
上
で
、「『
御
宿
直
』
と
は
、
守
護
所
（
播
磨
国
の
守
護
所
、
引
用
者

注
）
の
『
宿
直
』＝
警
固
番
役
で
あ
っ
た
可
能
性
が
最
も
高
い
」
と
さ
れ
て
い

る
（
30
）。

以
上
か
ら
明
ら
か
な
ご
と
く
、
伊
藤
氏
は
、
文
永
年
間
に
播
磨
国
の
御
家
人
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津
」
と
い
う
国
名
で
あ
る
。
一
九
八
七
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
兵
庫
県
史
』
史
料

編
中
世
二
や
、
二
〇
一
二
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
姫
路
市
史
』
第
九
巻
史
料
編
中

世
２
に
よ
れ
ば
、
現
在
の
兵
庫
県
姫
路
市
に
位
置
す
る
広
峯
神
社
の
社
家
で
あ

っ
た
広
峯
氏
に
伝
え
ら
れ
た
広
嶺
家
文
書
は
、
兵
庫
県
揖
保
郡
太
子
町
の
稗
田

神
社
の
宮
司
を
つ
と
め
る
広
嶺
忠
昭
氏
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る（

35
）。
つ
ま
り
、

広
峯
神
社
に
し
ろ
、
稗
田
神
社
に
し
ろ
、
そ
の
所
在
地
は
、
旧
国
名
で
い
え

ば
、
摂
津
で
は
な
く
、
播
磨
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
広
嶺
胤
忠
氏
が
旧
摂
津
国

内
の
地
に
居
を
構
え
て
い
た
可
能
性
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、『
鎌
倉
遺

文
』
第
四
十
一
巻
に
収
録
さ
れ
て
い
る
元
弘
三
（
一
三
三
三
）
年
八
月
二
十
九

日
後
醍
醐
天
皇
綸
旨
案（

36
）
の
典
拠
は
、「
播
磨
広
嶺
胤
忠
所
蔵
」
と
記
さ
れ

て
い
る
か
ら
、
単
純
な
誤
記
で
あ
ろ
う
。
疑
問
の
二
つ
め
は
、「
胤
忠
」
と
い

う
所
蔵
者
の
名
前
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
関
し
て
気
に
な
る
の
は
、
文
字
の
順

を
逆
に
し
た
「
忠
胤
」
と
い
う
名
が
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
写
真
帳

『
広
峯
文
書（

37
）』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
広
峯
氏
の
系
図
の
末
端
に
記
さ
れ
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。
先
年
、
紹
介
し
た
こ
と
で
は
あ
る
が
、
そ
の
系
図
に
は
、

広
嶺
忠
胤
氏
が
日
清
・
日
露
戦
争
に
従
軍
し
た
こ
と
を
示
す
注
記
が
あ
る（

38
）。

ま
た
、
広
嶺
忠
胤
氏
は
、
一
九
一
八
年
に
『
廣
峯
牛
頭
天
王（

39
）』
を
刊
行
さ

れ
て
い
る
が
、
そ
の
著
書
の
第
五
章
（
章
題
は
「
古
文
書
」）
で
は
、
書
き
下

し
文
の
か
た
ち
で
四
〇
通
ほ
ど
の
文
書
が
紹
介
さ
れ
て
い
る（

40
）。
こ
と
に
よ

る
と
、「
広
嶺
胤
忠
」
と
い
う
所
蔵
者
名
に
も
誤
り
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

以
上
の
疑
問
に
つ
い
て
の
検
討
は
他
に
譲
る
と
し
て
、
こ
こ
で
は
、
広
峯
長

祐
注
進
状
の
形
状
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。
そ
れ
と
い
う
の
も
、「
○
○
氏
文

書
」
と
い
う
よ
う
な
表
記
方
法
か
ら
、『
鎌
倉
遺
文
』
の
利
用
者
は
広
峯
長
祐

注
進
状
を
一
通
一
通
独
立
し
た
状
態
に
あ
る
文
書
群
中
の
一
文
書
、
あ
る
い

　
　
　

弘
安
八
年
十
一
月
廿
三
日

　
　
　

平
左
近
将
監
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

承
判（

33
）

森
氏
は
、
こ
の
着
到
状
の
充
所
の
「
平
左
近
将
監
」
は
、「
軍
事
関
係
担
当

の
奉
行
人
で
あ
」
り
、「
六
波
羅
探
題
に
お
け
る
軍
事
関
係
担
当
奉
行
」
は

「
検
断
奉
行
に
他
な
ら
な
い
」
と
さ
れ
、
広
峯
長
祐
注
進
状
の
充
所
の
南
条
頼

員
も
「
六
波
羅
検
断
奉
行
人
と
推
定
」
さ
れ
て
い
る（

34
）。

管
見
に
入
っ
た
と
こ
ろ
で
は
、
多
少
な
り
と
も
広
峯
長
祐
が
勤
仕
し
た
「
御

宿
直
」
の
内
容
に
ふ
れ
た
研
究
者
は
、
如
上
の
三
氏
に
と
ど
ま
る
。
そ
の
う

ち
、
播
磨
国
の
守
護
所
に
お
け
る
警
固
番
役
で
あ
る
と
す
る
伊
藤
氏
の
説
に
は

し
た
が
い
が
た
い
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。
一
方
、
充
所
の

「
南
条
左
衛
門
尉
」
が
文
永
年
間
に
六
波
羅
に
所
属
し
て
い
た
南
条
頼
員
で
あ

る
可
能
性
が
高
い
こ
と
か
ら
す
る
と
、「
御
宿
直
」
が
六
波
羅
の
管
轄
下
で
お

こ
な
わ
れ
た
と
み
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
森
氏
の
所
説
の
よ
う
に
、

「
平
時
に
お
け
る
軍
役
」
と
み
て
よ
い
の
か
、
情
報
量
に
限
界
の
あ
る
広
峯
長

祐
注
進
状
の
文
言
の
み
か
ら
判
断
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
よ
う
に
思
う
。

「
御
宿
直
」
の
具
体
的
な
内
容
を
特
定
す
る
た
め
に
は
、
別
の
角
度
か
ら
検
討

を
加
え
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

三
　「
最
後
の
事
件
」
と
「
御
宿
直
」

一
九
七
九
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
鎌
倉
遺
文
』
第
十
六
巻
に
「
広
峯
長
祐
注
進

状
写
」
と
い
う
文
書
名
を
付
さ
れ
て
収
録
さ
れ
て
い
る
一
一
八
九
〇
号
文
書
の

典
拠
を
、
こ
の
史
料
集
は
「
摂
津
広
嶺
胤
忠
氏
文
書
」
と
記
し
て
い
る
。

こ
の
典
拠
の
注
記
に
つ
い
て
は
、
二
つ
の
疑
問
が
あ
る
。
一
つ
め
は
、「
摂
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証
判　

鎌（
キ
）倉
依
騒
動
令

　

馳
参
賜
証
判（

44
）

以
上
の
注
記
の
う
ち
、
広
峯
長
祐
注
進
状
の
「
御
宿
直
」
の
具
体
的
内
容
に

関
心
を
も
つ
こ
の
小
論
が
注
目
す
る
の
は
、「
宮
」
の
上
洛
に
と
も
な
い
、「
宿

直
」
を
勤
仕
し
、「
証
判
」
を
賜
っ
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
（
カ
）
の
部
分
で

あ
る
。
そ
こ
で
気
に
な
る
の
は
「
宮
」
と
は
誰
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、

そ
の
前
に
、
如
上
の
注
記
と
、「
広
峯
氏
系
図
」
の
広
峯
長
祐
の
部
分
に
引
用

さ
れ
て
い
る
文
書
（「
広
峯
氏
系
図
」
所
載
文
書
一
覧
表
に
お
け
る
記
号
で
示

せ
ば
、
Ｂ
―
①
〜
⑥
）
と
の
関
係
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

ま
ず
、（
ア
）
と
（
イ
）
で
あ
る
が
、
前
者
が
通
称
で
、
後
者
は
任
じ
ら
れ

た
官
名
、
も
し
く
は
そ
れ
に
由
来
す
る
通
称
を
示
し
た
も
の
と
み
て
間
違
い
な

か
ろ
う
（
た
だ
し
、「
大
輔
」
は
大
夫
の
誤
記
で
あ
ろ
う
）。
続
く
（
ウ
）
以
降

の
う
ち
、（
ウ
）、（
エ
）、（
オ
）
の
部
分
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
文
言
が
他
と
ど
の

よ
う
な
関
係
に
あ
る
の
か
、
判
然
と
し
な
い
も
の
の
、
弘
長
三
（
一
二
六
三
）

年
七
月
三
日
守
護
代
・
庁
直
連
署
用
途
催
促
状
写
（
Ｂ
―
①
）
は
庁
直
と
守

護
代
が
連
署
し
て
発
給
し
た
文
書
（
の
写
）
で
あ
り
、
弘
安
四
（
一
二
八
一
）

年
十
月
十
五
日
大
番
役
覆
勘
状
写
（
Ｂ
―
③
）
が
京
都
大
番
役
を
勤
仕
し
た

こ
と
を
証
明
す
る
文
書
（
の
写
）
で
あ
る
こ
と
、（
カ
）
に
つ
い
て
は
ひ
と
ま

ず
措
く
と
し
て
、（
キ
）
に
類
似
し
た
表
現
が
弘
安
八
（
一
二
八
五
）
年
十
一

月
二
十
三
日
広
峯
長
祐
着
到
状
写
（
Ｂ
―
⑤
）
に
み
え
る
こ
と（

45
）、
な
ど
か

ら
、「
広
峯
氏
系
図
」
の
長
祐
の
部
分
に
掲
載
さ
れ
た
文
書
の
い
く
つ
か
は
、

長
祐
の
事
績
に
関
す
る
注
記
の
証
拠
と
し
て
の
性
格
を
有
し
て
い
る
よ
う
に
思

う
。
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
広
峯
長
祐
注
進
状
の
「
御
宿
直
」
と
上
記
の
（
カ
）

中
の
「
宿
直
」
と
は
同
じ
も
の
と
み
て
よ
か
ろ
う
。

そ
れ
で
は
、
注
記
に
い
う
「
宮
」
と
は
誰
か
。
文
永
年
間
に
鎌
倉
か
ら
上
洛

は
、
本
来
は
独
立
し
て
い
た
が
、
一
枚
の
料
紙
に
書
き
記
さ
れ
て
い
る
と
い
う

意
味
で
、
な
ん
ら
か
の
事
情
で
他
の
文
書
と
貼
り
継
が
れ
た
連
券
中
の
一
文

書
、
と
誤
解
す
る
の
で
は
な
い
か
、
と
思
う
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

広
峯
長
祐
注
進
状
は
、
そ
の
よ
う
な
か
た
ち
で
伝
え
ら
れ
て
き
た
文
書
で
は
な

い
。『
兵
庫
県
史
』
史
料
編
中
世
二
に
説
明
が
あ
る
よ
う
に（

41
）、
広
峯
氏
の

系
図
に
記
載
さ
れ
た
状
態
で
現
在
に
伝
え
ら
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

先
年
、
私
は
、
広
峯
一
族
の
子
孫
の
広
嶺
家
に
伝
え
ら
れ
た
広
峯
一
族
の
系

図
七
点
に
検
討
を
加
え
た（

42
）。
そ
の
際
、
特
に
注
目
し
た
の
が
、
広
峯
長
祐

注
進
状
を
含
む
六
十
一
通
の
文
書
を
掲
載
し
て
い
る
系
図（

43
）
で
あ
る
。
以

下
、
旧
稿
同
様
、
当
該
系
図
を
「
広
峯
氏
系
図
」
と
表
記
す
る
が
、
次
ペ
ー
ジ

以
下
の
「
広
峯
氏
系
図
」
所
載
文
書
一
覧
表
は
、
旧
稿
に
掲
載
し
た
も
の
を
再

録
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
表
に
示
し
た
よ
う
に
、「
広
峯
氏
系
図
」
は
、

長
祐
に
関
す
る
文
書
を
六
通
掲
載
し
て
い
る
。
そ
の
う
ち
の
二
通
め
が
、
こ
の

小
論
で
注
目
し
て
い
る
広
峯
長
祐
注
進
状
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
の
文
書
を

正
文
に
準
ず
る
効
力
を
有
し
た
案
文
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
法
的
な
効
力

が
期
待
で
き
な
い
写
と
評
価
し
た
『
鎌
倉
遺
文
』
の
判
断
は
適
切
で
あ
る
。

さ
て
、「
広
峯
氏
系
図
」
は
、
九
十
四
人
の
広
峯
一
族
の
関
係
を
示
し
た
系

図
で
、
九
十
四
人
の
多
く
に
注
記
を
付
し
て
い
る
。
特
に
家
督
継
承
者
に
は
、

通
称
や
官
途
だ
け
で
な
く
、
事
績
に
つ
い
て
の
注
記
が
付
さ
れ
、
さ
ら
に
、
相

続
や
軍
功
に
関
す
る
文
書
の
写
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
注
目
し
た
い
の

が
、
以
下
に
引
用
す
る
長
祐
に
付
さ
れ
た
注
記
で
あ
る
。

　

彦（
ア
）次
郎　

治（
イ
）部
大
輔

　

庁（
ウ
）直

職　

守（
エ
）護

人
令
加
判

　

勤（
オ
）大
番
役　

宮（
カ
）自
関
東

　

御
上
洛
、
令
宿
直
勤
仕
賜
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文書番号 典拠

１ 写 ２ 写 補２－補710 広峯神社文書

１（１） 写 １ ５－2925 壬生家文書

１（６） 写 ２ ５－3079 壬生家文書

５ 写 12－8970 広嶺家文書

３ 16－11890 （広峯氏系図）

19－14423 神大図書館所蔵文書

４ 写

18（４） 写

19（３） 写

32－24831
(32－24832)

神大図書館所蔵文書

32－24832 （広峯氏系図ヵ）

（未採録）

38－29302 神大図書館所蔵文書

40－31257 神大図書館所蔵文書

41－32505 広嶺家文書

38－29282 影写本広峯系図ヵ

肥塚「広峯
神社文書」

９

１（３） 写

写

４

「魚住家文
書」（壽）

「肥塚家文
書」

「魚住家文
書」（慎）

壬生「広峯
神社文書」

７ 写

『兵庫県
史』史料編

18－13738

21－15743

31－23458

37－28933

６ 写

『鎌倉遺文』

広峯神社文書

広嶺家文書

広峯神社文書

「広峯神社文書」
（広嶺家文書ヵ）

１（５） 写
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「広峯氏系図」所載文書一覧表

① 建保４（1216）年８月28日関東御教書写 ２（１） 写 １（１） 正

② 承久４（1222）年２月８日六波羅下知状写

③ 貞応２（1223）年３月日播磨国守護小山朝政安堵状写

① 弘長３（1263）年７月３日守護代・庁直連署用途催促状写 ５ 正

② 文永８月20日広峯長祐宿直勤仕注進状写

７ 写

17（１） 写

④
弘安４（1281）年８月16日広峯家長所職等譲状写
（ただし、原文書の抄出）

１ 正

８ 写

17（３） 写

①
正和２（1313）年３月日六波羅御教書写
（神図「広峯神社文書」は正和２年３月23日付）

２ 正

② 元亨３（1323）年５月８日関東下知状写（①の外題）

③ 年未詳５月14日左衛門少尉某書状写 85 正

16 写

17（２） 写

⑤ 正中２（1325）年12月日広峯長重領知目録写 ３ 正

① 正中２（1325）年12月８日広峯長重所職等譲状写 18 案

② 暦応４（1341）年９月23日足利尊氏下知状写（①の外題） 18 案

③ 元徳２（1330）年10月27日広峯長重大別当職譲状写 ４ 正

④ 元弘３（1333）年８月29日後醍醐天皇綸旨写 21 写

⑤ 建武３（1336）年２月５日足利直義軍勢催促状写 25 写

27（１） 写

70（２） 写

26 写

27（２） 写

32（１） 写

⑧ 建武３（1336）年５月23日広峯昌俊着到状写 27（３） 写

28 写

31（１） 写

29 写

32（２） 写

30 写

32（３） 写

⑫ 建武３（1336）年８月29日広峯昌俊軍忠状写 31（２） 写

⑬ 建武３（1336）年９月26日広峯昌俊軍忠状写 31（３） 写

⑭ 建武５（1338）年４月３日今川頼貞挙状写 33 写

⑮
暦応３（1340）年11月日広峯昌俊申状
（年月日を欠いた外題あり）

38 写 ６ 案

正⑥ 延慶元（1308）年11月20日六波羅施行状写

Ｃ、長重

Ｂ、長祐

④ 正中元（1324）年12月21日関東下知状写

１（４）

「広嶺家文
書」

広神「広峯神
社文書」

神図「広峯
神社文書」

⑤ 弘安８（1285）年11月23日広峯長祐着到状写

Ａ、家長

⑥ 建武３（1336）年３月日広峯昌俊着到状写

Ｄ、貞長

⑪ 建武３（1336）年８月18日足利直義感状写

③
弘安２（1279）年10月15日沙弥某等連署大番役覆勘状写
（「広峯氏系図」では署名者１名）

１（５） 正

⑦ 建武３（1336）年５月日広峯昌俊軍忠状写

⑨ 建武３（1336）年６月28日広峯昌俊軍忠状写

№

『姫路市史』史料編

⑩

文書名

建武３（1336）年７月日広峯昌俊軍忠状写

54



「最後の事件」に関する一史料

第 115 輯（2024） （10）

５

８ 写

55（１） 写 ６

17 写

１（７） 写 ７

１（８） 写

８

20（３） 写

１（19） 正

２（１） 正 ９

10

11

12

13

14

３ ０ ０ ０ １

６ １ ５ １ ６
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① 暦応３（1340）年７月日広峯長種軍忠状写

② 暦応３（1340）年７月日広峯長種軍忠状写 70（１） 写

③ 康永元（1342）年11月29日広峯長種着到状写 39 写

④ 康永４（1345）年６月21日広峯貞長所職等譲状写 ７ 正

⑤
貞和元（1345）年12月７日某下文写
（差出書部分に「尊氏将軍御判」）

⑥ 観応２（1351）年正月20日足利義詮軍勢催促状写 70（５） 写

⑦ 貞和３（1347）年３月13日恵珍地頭職打渡状写 ２（３） 正

⑧ 延文２（1357）年10月12日足利義詮御判御教書写 ２（５） 正

Ｆ、則長 ① 永享９（1437）年正月５日英保心俊譲状写 54 正

Ｇ、長秀 ① 観応元（1350）年９月24日室町幕府引付頭人奉書写

Ｈ、恒長 ① 応永８（1401）年正月日源俊延加冠状写 51 正

① 文明６（1474）年２月５日宇津豊頼寄進状写 56 写

② 年未詳３月12日宇津豊頼書状写 81 正

Ｊ、純長 ① 応仁元（1467）年５月11日浦上則宗・赤松政則連署状写 70（10） 写

① 文明16（1484）年６月26日山名政豊安堵状写 ９ 正

② 文明16（1484）年10月２日田公豊職遵行状写 60（２） 写

③ 明応６（1497）年２月28日浦上則宗書状写 10 正

① 年未詳正月７日小寺職友等連署書状写 80 正

② 年未詳12月27日地蔵院隆賀・龍象坊長円連署書状写 84 正

③ 天文５（1536）年５月27日赤松政村袖判難波泰興奉書写 63 正

④
天文７（1538）年正月19日赤松家奉行人連署奉書写
（「魚住家文書」（慎）文書と宛所や事実書異なる）

64 写

⑤
天文７（1538）年８月26日赤松政村安堵状写
（「広嶺家文書」は天文７年２月２日付）

65 写

⑥ 天文７（1538）年８月26日赤松政村安堵状写 68 写 15 正

⑦ 天文９（1540）年11月15日赤松晴政安堵状写 69 写

⑧ 天文10（1541）年10月10日赤松家奉行人連署状写

⑨ 天文11（1542）年11月２日浦上政宗等連署状写

⑩ 天文12（1543）年２月14日津田家職奉書写

① 明応７（1498）年10月29日浦上則宗・芦田友興連署奉書写 60（１） 写 11 正

② 明応８（1499）年７月30日浦上則宗奉書写 12 正

③ 明応９（1500）年９月27日浦上則宗書状写 13 正

④ 天文７（1538）年４月15日赤松家奉行人連署奉書写 14 正

⑤ 年未詳４月10日赤松晴政感状写

点数

Ｋ、長続

Ｉ、高長

Ｌ、長職

Ｅ、長種

Ｍ、俊長

　注１　表中の広神「広峯神社文書」は、広峯神社所蔵「広峯神社文書」、神図「広峯神社文書」は神戸大学
　　　附属図書館所蔵「広峯神社文書」、壬生「広峯神社文書」は『図書寮叢刊壬生家神社文書』九所収「広
　　　峯神社文書」、肥塚「広峯神社文書」は肥塚泰典氏所蔵「広峯神社文書」、「魚住家文書」（壽）は魚
　　　住壽太郎氏所蔵「魚住家文書」、「魚住家文書」（慎）は魚住慎一郎氏所蔵「魚住家文書」、「肥塚家
　　　文書」は肥塚泰典氏所蔵「肥塚家文書」、の略称である。
　　２　文書名は、原則として、『姫路市史』史料編の文書名を参考にしたが、『兵庫県史』史料編を参考に
　　　したものや、筆者の判断で付したものもある。
　　３　他の文書群中にほぼ同文の文書が存在しない文書については、その文書番号を太字で表記した。
　　４　各史料集の文書については、文書名ではなく、当該史料集が付した文書番号を表記した。
　　５　文書番号欄の右隣に記した「正」、「案」、「写」は、それぞれ、正文、案文、写であることを示す
　　　（正文、写については、原則として『姫路市史』史料編の判断にしたがった。
　　６　「広峯氏系図」とほぼ同文の文書が他の文書群にない文書の点数の計算にあたっては、同一文書群中
　　　に複数存在する場合は、その点数ではなく、１点として計算した。

「広峯氏系図」とほぼ同文の文書が他の文書群にない文書の点数 23 １ 11

37 ５ 1361
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た
。
翌
四
日
、
宗
尊
は
将
軍
御
所
か
ら
佐
介
谷
の
北
条
時
盛
邸
に
移
っ
た
。
宗

尊
が
京
都
に
向
け
て
鎌
倉
を
経
っ
た
の
が
い
つ
で
あ
る
か
は
『
吾
妻
鏡
』
は
記

し
て
い
な
い
が
、
宗
尊
は
、
七
月
二
十
日
に
京
都
に
到
着
す
る
。
そ
の
こ
と

を
、『
吾
妻
鏡
』
は
以
下
の
ご
と
く
に
淡
々
と
記
し
、
擱
筆
し
て
い
る
。

　

 （
前
略
）
戌
刻
、
前
将
軍
家
御
入
洛
。
着
御
左
近
大
夫
将
監
時
茂
朝
臣
六

波
羅
亭
。

以
上
は
、
編
纂
史
料
の
『
吾
妻
鏡
』
か
ら
知
ら
れ
る
こ
の
一
件
の
あ
ら
ま
し

で
あ
る
が
、
同
時
代
の
朝
廷
の
実
務
官
人
の
日
記
で
あ
る
『
外
記
日
記　

新

抄
（
47
）』
に
も
、
宗
尊
親
王
の
一
件
に
つ
い
て
の
記
述
が
あ
る
。
こ
の
日
記
の

記
主
が
、
関
東
の
不
穏
な
状
況
を
知
っ
た
の
は
、
七
月
八
日
の
こ
と
で
あ
っ
た

よ
う
で
あ
る
。

　

 

関
東
将
軍
御
休
息
所
、
日
来
、
□
□
松
殿
僧
正
良
基
露
顕
之
間
、
被
奉
追

出
於
下
第
。
可
有
御
上
洛
云
々
。
僧
正
可
被
遠
流
云
々
。（
後
略
）

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
こ
の
日
記
の
記
主
が
得
た
情
報
は
、
宗
尊
の
問
題
、
と
い

う
よ
り
も
そ
の
正
妻
の
宰
子
の
問
題
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
と
こ
ろ
が
、
以
下
の

ご
と
く
、
翌
九
日
、
記
主
は
、
宗
尊
が
鎌
倉
か
ら
追
放
さ
れ
る
こ
と
を
知
る
。

　

 

関
東
飛
脚
到
来
〈
糟
屋
三
郎
、
合
田
入
道
〉。
将
軍
御
謀
反
事
云
々
。
仍

将
軍
奉
出
越
後
入
道
時
盛
宅
。
奉
守
護
忩
可
有
御
上
洛
云
々
。

そ
し
て
、
七
月
二
十
日
を
迎
え
る
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
の
日
の
宗
尊
の
到
着

に
つ
い
て
、
以
下
の
ご
と
く
に
記
し
て
い
る
。

　
 （

前
略
）
今
夕
、
関
東
将
軍
御
入
洛
、
御
坐
六
波
羅
。
仍
時
茂
居
移
長
井

頼
重
宅
云
々
。
近
国
御
家
人
等
奉
守
護
。

先
に
み
た
ご
と
く
、『
吾
妻
鏡
』
は
入
京
し
た
宗
尊
が
北
条
時
茂
（
当
時
、

六
波
羅
探
題
北
方
）
邸
に
到
着
し
た
こ
と
を
記
す
の
み
で
あ
っ
た
が
、『
外
記

日
記　

新
抄
』
は
、
そ
れ
に
と
も
な
い
、
時
茂
が
長
井
頼
重（

48
）
宅
に
移
っ
た

し
た
「
宮
」
と
し
て
す
ぐ
に
想
起
さ
れ
る
の
は
、
文
永
三
（
一
二
六
六
）
年
七

月
に
鎌
倉
を
追
わ
れ
て
京
都
に
送
還
さ
れ
た
宗
尊
親
王
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、

ま
ず
は
鎌
倉
幕
府
の
関
係
者
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
と
さ
れ
る
『
吾
妻
鏡
』
に

基
づ
い
て
、
宗
尊
送
還
の
経
緯
を
確
認
し
て
お
こ
う（

46
）。

上
記
の
ご
と
く
、
宗
尊
が
京
都
に
送
還
さ
れ
る
の
は
文
永
三
年
の
七
月
の
こ

と
で
あ
る
が
、『
吾
妻
鏡
』
に
よ
る
限
り
、
こ
の
年
の
五
月
末
ま
で
、
宗
尊
追

放
を
予
想
さ
せ
る
よ
う
な
出
来
事
は
確
認
で
き
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
六
月
に
入

る
と
、
事
態
は
急
展
開
し
は
じ
め
る
。
ま
ず
は
六
月
五
日
、
三
ヵ
月
前
の
三
月

六
日
に
宗
尊
の
「
内
々
御
使
」
と
し
て
京
都
に
向
か
っ
た
藤
原
親
家
が
、
こ
の

日
、
鎌
倉
に
戻
り
、
宗
尊
の
父
で
治
天
の
君
で
あ
る
後
嵯
峨
の
「
御
諷
詞
」
を

内
々
に
宗
尊
に
伝
え
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
、
宗
尊
の
正
妻
宰
子
の
こ
と
と
す

る
が
、
詳
細
は
不
明
で
、
こ
の
こ
と
が
宗
尊
追
放
と
関
係
が
あ
る
の
か
、
明
ら

か
に
し
が
た
い
。
そ
れ
か
ら
し
ば
ら
く
経
っ
た
六
月
十
九
日
、
得
宗
被
官
の
諏

訪
盛
経
が
飛
脚
と
し
て
上
洛
の
途
に
つ
い
た
が
、『
吾
妻
鏡
』
は
そ
の
目
的
を

記
し
て
い
な
い
。
そ
の
翌
日
の
六
月
二
十
日
、
得
宗
北
条
時
宗
の
邸
宅
で
、
亭

主
の
時
宗
と
執
権
北
条
政
村
に
加
え
、
金
沢
実
時
、
安
達
泰
盛
の
み
が
参
加
す

る
「
深
秘
御
沙
汰
」
が
開
催
さ
れ
た
。
そ
こ
で
話
し
合
わ
れ
た
内
容
を
『
吾
妻

鏡
』
は
記
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
こ
の
日
、
宗
尊
の
護
持
僧
の
役
割
を
果
た
し

て
い
た
良
基
が
な
ん
ら
か
の
事
情
で
将
軍
御
所
を
退
出
し
て
い
る
。
そ
の
三
日

後
の
二
十
三
日
、
宰
子
と
宰
子
所
生
の
女
子
が
山
内
殿
（
時
宗
の
別
邸
）
に
、

ま
た
宰
子
所
生
の
男
子
（
の
ち
の
惟
康
）
が
時
宗
邸
に
、
そ
れ
ぞ
れ
移
っ
た
。

こ
れ
に
と
も
な
い
、
鎌
倉
中
が
騒
動
と
な
り
、
さ
ら
に
二
十
六
日
に
は
、
多
数

の
近
国
の
御
家
人
が
鎌
倉
に
参
上
し
た
。
こ
れ
以
降
、
鎌
倉
は
不
穏
な
空
気
に

包
ま
れ
、
七
月
三
日
に
は
、
武
装
し
た
武
士
に
よ
る
威
嚇
的
な
行
動
も
発
生
し

た
。
そ
う
し
た
中
、
宗
尊
の
近
臣
の
多
く
が
将
軍
御
所
を
退
出
し
て
し
ま
っ
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六
月
二
十
日
の
「
深
秘
御
沙
汰
」
で
宗
尊
の
更
迭
と
京
都
送
還
が
決
定
さ
れ
、

そ
の
具
体
的
な
実
行
方
法
も
策
定
さ
れ
、
京
都
の
公
家
社
会
の
構
成
メ
ン
バ
ー

に
知
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
た
可
能
性
も
あ
ろ
う
。
た

だ
、
そ
う
は
い
っ
て
も
長
祐
は
、
畿
内
近
国
と
は
い
え
、
京
都
か
ら
指
呼
の
間

と
い
う
に
は
距
離
が
あ
る
播
磨
国
の
武
士
で
あ
る
。
そ
う
し
た
地
方
武
士
に
対

し
て
、
ど
の
よ
う
な
方
法
で
動
員
命
令
が
伝
達
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

ま
た
、
長
祐
が
「
御
宿
直
」「
勤
仕
」
の
披
露
を
南
条
頼
員
に
依
頼
し
た
の

は
、
頼
員
が
こ
の
件
に
関
す
る
実
務
の
責
任
者
で
あ
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
が
、

な
ら
ば
、
な
ぜ
、
頼
員
が
こ
の
件
の
責
任
者
に
な
っ
た
の
か
、
そ
の
理
由
も
気

に
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
長
祐
が
「
勤
仕
」
し
た
「
御
宿
直
」
が
平
常
時
の
業

務
で
あ
れ
ば
、
森
幸
夫
氏
が
想
定
し
た
よ
う
に
、「
検
断
奉
行
」
と
い
う
よ
う

な
（
常
設
の
）
職
に
あ
っ
た
の
が
頼
員
で
あ
っ
た
か
ら
、
と
い
う
説
明
は
一
応

筋
が
通
る
。
し
か
し
、
今
回
の
「
御
宿
直
」
の
内
実
、
す
な
わ
ち
、
長
祐
ら

「
近
国
御
家
人
」
の
主
要
な
任
務
は
、
鎌
倉
か
ら
追
放
さ
れ
、
京
都
に
送
還
さ

れ
た
宗
尊
の
警
固
と
い
う
、
異
常
に
し
て
突
発
的
な
重
要
業
務
で
あ
る
。
も
ち

ろ
ん
、
そ
の
場
合
で
あ
っ
て
も
、
日
常
的
に
御
家
人
の
統
率
に
あ
た
っ
て
い
た

「
検
断
奉
行
」
的
な
立
場
の
者
が
「
御
宿
直
」
を
「
勤
仕
」
す
る
「
近
国
御
家

人
」
の
指
揮
・
統
率
に
あ
た
っ
て
い
た
可
能
性
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
宗

尊
の
更
迭
と
京
都
へ
の
送
還
が
得
宗
北
条
時
宗
の
も
と
で
開
か
れ
た
「
深
秘
御

沙
汰
」
で
決
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
通
常
業
務
の
延
長
で
こ
の
件
に

関
与
す
る
こ
と
に
な
っ
た
、
と
い
う
よ
り
も（

50
）、
得
宗
被
官
と
い
う
立
場
に

あ
っ
た
が
ゆ
え
に
、
あ
る
種
の
特
別
な
指
示
を
う
け
て
、
南
条
頼
員
は
、
宗
尊

の
警
固
の
実
務
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
、
と
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

こ
の
一
件
へ
の
関
与
を
根
拠
に
、
六
波
羅
に
お
い
て
頼
員
が
「
検
断
奉
行
」
な

る
立
場
に
就
い
て
い
た
、
と
は
い
い
が
た
い
よ
う
に
思
う
。

こ
と
、
さ
ら
に
注
目
す
べ
き
こ
と
に
、「
近
国
御
家
人
」
ら
が
宗
尊
の
警
固
に

あ
た
っ
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
の
で
あ
る
。「
広
峯
氏
系
図
」
の
注
記
の
「
宿

直
」
や
広
峯
長
祐
注
進
状
の
「
御
宿
直
」
が
、
具
体
的
に
は
、
京
都
に
送
還
さ

れ
、
六
波
羅
探
題
北
方
の
北
条
時
茂
邸
に
入
っ
た
宗
尊
親
王
の
守
護
で
あ
っ
た

こ
と
は
間
違
い
な
か
ろ
う
。
長
祐
は
、
先
学
が
想
定
す
る
よ
う
な
平
時
の
軍
役

に
従
事
し
た
の
で
は
な
い
。
六
代
将
軍
宗
尊
親
王
の
更
迭
と
い
う
、
突
如
発
生

し
た
非
常
事
態
時
の
職
務
と
し
て
の
「
御
宿
直
」
を
勤
仕
し
た
の
で
あ
る
。
つ

ま
り
、
広
峯
長
祐
注
進
状
は
、
治
承
四
（
一
一
八
〇
）
年
四
月
の
源
頼
政
に
よ

る
以
仁
王
邸
訪
問
と
い
わ
ゆ
る
「
以
仁
王
の
令
旨
」
の
発
給（

49
）
よ
り
筆
を
起

こ
す
『
吾
妻
鏡
』
が
記
す
「
最
後
の
事
件
」
に
関
す
る
史
料
だ
っ
た
の
で
あ

る
。む

す
び
に
か
え
て

広
峯
長
祐
注
進
状
の
「
御
宿
直
」
の
具
体
的
な
内
容
は
、
文
永
三
年
京
都
に

送
還
さ
れ
た
宗
尊
親
王
の
警
固
で
あ
る
、
と
す
る
私
見
が
首
肯
し
う
る
も
の
で

あ
る
と
す
る
と
、
さ
ら
に
新
た
な
疑
問
が
生
じ
る
。

そ
の
一
つ
は
、
長
祐
の
「
御
宿
直
」
の
開
始
日
に
関
す
る
疑
問
で
あ
る
。
あ

ら
た
め
て
確
認
す
れ
ば
、
長
祐
が
「
御
宿
直
」
の
勤
仕
を
は
じ
め
た
の
は
七
月

九
日
の
こ
と
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
前
節
で
み
た
よ
う
に
、
そ
の
日
は
、
宗
尊

が
京
都
に
送
還
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
を
、『
外
記
日
記　

新
抄
』
の
記
主
が
知

っ
た
日
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
長
祐
は
幕
府
に
仕
え
る
御
家
人
で
あ
り
、
他

方
、『
外
記
日
記　

新
抄
』
の
記
主
は
朝
廷
に
仕
え
る
実
務
官
人
で
あ
る
か

ら
、
前
者
が
後
者
に
先
が
け
て
幕
府
の
重
要
事
項
に
ふ
れ
る
こ
と
が
で
き
た
の

か
も
し
れ
な
い
し
、
そ
う
し
た
機
会
が
多
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
た
と
え
ば
、
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は
な
い
が
。

注（
１ 

）『
鎌
倉
遺
文
』
一
一
八
九
〇
号
。
な
お
、
本
稿
に
お
い
て
は
、
史
料
の
引

用
に
際
し
、
旧
字
体
や
異
体
字
を
常
用
漢
字
に
改
め
た
ほ
か
、
句
読
点
を

一
部
改
め
た
。
ま
た
、
細
注
は
〈　

〉
内
に
入
れ
て
表
記
し
た
。

（
２ 

）
後
述
す
る
よ
う
に
、
こ
の
文
書
は
正
文
で
は
な
く
、
ま
た
、
正
文
を
書
写

し
、
正
文
に
準
じ
る
効
力
を
有
す
る
と
さ
れ
る
案
文
で
も
な
く
、『
鎌
倉
遺

文
』
が
判
断
し
た
よ
う
に
、
正
文
を
書
写
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
案
文
と

は
異
な
り
、
法
的
な
効
力
が
期
待
さ
れ
な
い
写
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
文

書
は
、『
兵
庫
県
史
』
史
料
編
中
世
二
（
兵
庫
県
、
一
九
八
七
年
）
に
も
、

「
広
峯
長
祐
宿
直
勤
仕
注
進
状
写
」
と
い
う
文
書
名
で
収
録
さ
れ
て
い
る

（
揖
保
郡
太
子
町
鵤
、
広
嶺
忠
昭
氏
所
蔵
「
広
峯
文
書
」
三
号
）
が
、『
姫

路
市
史
』
第
九
巻
史
料
編
中
世
２
（
姫
路
市
、
二
〇
一
二
年
）
に
は
収
録

さ
れ
て
い
な
い
。

（
３ 

）
森
幸
夫
氏
「
六
波
羅
探
題
職
員
ノ
ー
ト
・
補
遺
」（『
国
学
院
雑
誌
』
九
一

―
八
、一
九
九
〇
年
、
森
氏
論
文
Ａ
と
略
称
）、
五
九
頁
。
な
お
、
森
氏

は
、「
六
波
羅
探
題
職
員
の
検
出
と
そ
の
職
制
」（
森
氏
『
六
波
羅
探
題
の

研
究
』〈
続
群
書
類
従
完
成
会
、
二
〇
〇
五
年
〉、
所
収
、
森
氏
論
文
Ｂ
と

略
称
）
に
お
い
て
も
、
同
様
の
認
識
を
示
さ
れ
て
い
る
（
森
氏
論
文
Ｂ
、

一
六
六
頁
）。

（
４ 
）
た
と
え
ば
、瀬
野
精
一
郎
氏
が
編
纂
さ
れ
た
『
鎌
倉
遺
文
無
年
号
文
書
目

録
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
三
年
）
は
、
当
該
文
書
の
日
付
を
文
永
年
間

の
「
八
月
廿
日
」
と
見
做
さ
れ
て
い
る
（
同
書
、
一
八
三
頁
）。

（
５ 

）
当
該
文
書
を
広
峯
氏
の
系
譜
を
考
え
る
素
材
と
し
て
活
用
し
て
い
る
の

さ
ら
に
、
如
上
の
第
一
の
疑
問
に
関
連
し
て
気
に
な
る
の
は
、
広
峯
長
祐
注

進
状
に
記
さ
れ
て
い
る
「
御
宿
直
」
を
長
祐
が
本
当
に
勤
仕
し
た
の
か
、
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
と
い
う
の
も
、「
広
峯
氏
系
図
」
に
掲
載
さ
れ
て
い
る

六
十
一
通
の
文
書
中
に
偽
文
書
も
し
く
は
そ
の
可
能
性
が
あ
る
文
書
が
含
ま
れ

て
い
る
か
ら
で
あ
る（

51
）。
と
は
い
え
、
表
に
示
し
た
よ
う
に
、
広
峯
長
祐
注

進
状
の
正
文
も
し
く
は
案
文
が
他
の
広
峯
一
族
関
係
の
文
書
群
に
存
在
せ
ず
、

「
広
峯
氏
系
図
」
に
写
と
い
う
か
た
ち
で
の
み
存
在
す
る
、
と
い
う
こ
と
以

外
、
こ
の
文
書
に
偽
文
書
で
あ
る
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
よ
う
な
疑
わ
し
い
点

が
あ
る
わ
け
で
は
な
い（

52
）。
そ
の
意
味
で
は
、
万
一
、
こ
の
文
書
が
偽
文
書

で
あ
り
、
長
祐
は
実
際
に
は
「
御
宿
直
」
な
ど
勤
仕
し
て
い
な
い
と
す
れ
ば
、

長
祐
、
も
し
く
は
広
峯
一
族
の
情
報
収
集
能
力
の
高
さ
に
脱
帽
せ
ざ
る
を
え
な

い
。
そ
の
よ
う
な
無
粋
な
想
像
を
す
る
よ
り
も
、
広
峯
長
祐
は
『
吾
妻
鏡
』
の

「
最
後
の
事
件
」
の
目
撃
者
の
一
人
で
あ
っ
た
、
と
今
は
考
え
て
お
き
た
い
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
小
論
で
検
討
を
加
え
た
広
峯
長
祐
注
進
状
は
、『
姫
路
市

史
』
の
史
料
編
に
は
収
録
さ
れ
て
い
な
い
が
、『
鎌
倉
遺
文
』
や
『
兵
庫
県

史
』
の
史
料
編
に
は
収
録
さ
れ
て
い
る（

53
）。
な
か
で
も
、『
鎌
倉
遺
文
』
に

収
録
さ
れ
て
い
る
意
義
は
大
き
く
、
多
く
の
研
究
者
が
容
易
に
こ
の
文
書
に
接

す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
私
自
身
も
そ
の
一
人
で
あ
る
。
か
く
の
ご
と
く

に
、『
鎌
倉
遺
文
』
が
鎌
倉
時
代
に
関
す
る
研
究
の
裾
野
の
拡
大
と
質
的
な
向

上
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
こ
と
は
、
鎌
倉
時
代
に
関
心
を
寄
せ
る
す
べ
て
の

研
究
者
が
感
じ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
の
内
容
を

無
批
判
に
利
用
す
る
こ
と
は
、
歴
史
学
と
い
う
学
問
の
特
性
上
、
好
ま
し
い
こ

と
で
は
な
い
。
種
々
の
制
約
が
あ
る
こ
と
は
重
々
承
知
し
て
い
る
が
、
可
能
な

限
り
、
原
史
料
に
あ
た
る
べ
き
で
は
な
い
か
、
と
思
う
。
こ
の
さ
さ
や
か
な
小

論
に
お
い
て
す
ら
、
そ
の
姿
勢
を
徹
底
で
き
ず
に
い
る
私
が
い
う
べ
き
こ
と
で
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九
巻
史
料
編
中
世
２
に
も
収
録
さ
れ
て
い
る
（『
兵
庫
県
史
』
は
広
嶺
忠
昭

氏
所
蔵
「
広
峯
文
書
」
四
号
、『
姫
路
市
史
』
は
広
嶺
忠
昭
氏
所
蔵
「
広
嶺

家
文
書
」
八
号
）。
た
だ
し
、『
姫
路
市
史
』
が
依
拠
し
た
広
嶺
忠
昭
氏
所

蔵
「
広
嶺
家
文
書
」
八
号
は
、
充
所
（「
平
左
近
将
監
殿
」）
と
証
判
（「
承

判
」）
と
を
欠
い
て
い
る
よ
う
で
、
そ
れ
ら
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。

（
９
）
前
掲
注
（
５
）『
兵
庫
県
史
』
第
二
巻
、
二
三
三
〜
二
三
四
頁
。

（
10 
）『
鎌
倉
遺
文
』
一
四
四
二
三
号
。
な
お
、
当
該
文
書
は
、「
広
峯
家
長
所

職
等
譲
状
」
と
い
う
文
書
名
で
、『
兵
庫
県
史
』
史
料
編
中
世
二
、
お
よ
び

『
姫
路
市
史
』
第
九
巻
史
料
編
中
世
２
に
も
収
録
さ
れ
て
い
る
（『
兵
庫
県

史
』
は
神
戸
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
「
広
峯
神
社
文
書
」
一
号
、『
姫
路
市

史
』
も
神
戸
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
「
広
峯
神
社
文
書
」
一
号
）。

（
11 
）『
鎌
倉
遺
文
』
一
七
三
一
一
号
。
な
お
、
当
該
文
書
は
、『
鎌
倉
遺
文
』

と
同
じ
文
書
名
で
、『
兵
庫
県
史
』
史
料
編
中
世
二
、
お
よ
び
『
姫
路
市

史
』
第
九
巻
史
料
編
中
世
２
に
も
収
録
さ
れ
て
い
る
（『
兵
庫
県
史
』
は
広

嶺
忠
昭
氏
所
蔵
「
広
峯
文
書
」
五
号
、『
姫
路
市
史
』
は
広
嶺
忠
昭
氏
所
蔵

「
広
嶺
家
文
書
」
九
号
）。

（
12 
）
前
掲
注
（
７
）
に
同
じ
。

（
13 
）『
鎌
倉
遺
文
』
八
四
二
八
号
。
な
お
、『
鎌
倉
遺
文
』
は
、
当
該
文
書
の

文
書
名
を
「
将
軍
宗
尊
親
王
御
教
書
」
と
し
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
、
当

該
文
書
を
収
録
し
て
い
る
『
兵
庫
県
史
』
史
料
編
中
世
二
と
『
姫
路
市

史
』
第
九
巻
史
料
編
中
世
２
が
採
用
し
て
い
る
「
関
東
御
教
書
」
を
用
い

た
（『
兵
庫
県
史
』
は
広
嶺
忠
昭
氏
所
蔵
「
広
峯
文
書
」
二
号
、『
姫
路
市

史
』
は
広
嶺
忠
昭
氏
所
蔵
「
広
嶺
家
文
書
」
四
号
）。
ま
た
、
文
書
冒
頭
の

国
名
を
『
鎌
倉
遺
文
』
は
「
播
磨
」
と
表
記
し
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
、

『
兵
庫
県
史
』
と
『
姫
路
市
史
』
に
し
た
が
い
、「
幡
磨
」
と
表
記
し
た
。

は
、『
兵
庫
県
史
』
第
二
巻
（
兵
庫
県
、
一
九
七
五
年
）
第
二
章
第
三
節
中

の
「
播
磨
の
広
峰
氏
」
の
項
（
該
当
部
分
の
執
筆
者
は
高
尾
一
彦
氏
）。
ま

た
、「
南
条
左
衛
門
尉
」
の
立
場
や
役
割
を
検
討
す
る
際
に
当
該
文
書
を
と

り
あ
げ
た
研
究
に
、
前
掲
注
（
３
）
森
氏
論
文
Ａ
、
同
森
氏
論
文
Ｂ
、
梶

川
貴
子
氏
「
得
宗
被
官
南
条
氏
の
基
礎
的
研
究
―
歴
史
学
的
見
地
か
ら
の

系
図
復
元
の
試
み
―
」（『
創
価
大
学
大
学
院
紀
要
』
三
〇
、二
〇
〇
八
年
、

梶
川
氏
論
文
Ａ
と
略
称
）、
梶
川
氏
「
北
条
時
輔
後
見
南
条
頼
員
に
つ
い

て
」（『
創
価
大
学
大
学
院
紀
要
』
三
二
、二
〇
一
〇
年
、
梶
川
氏
論
文
Ｂ
と

略
称
）、
伊
藤
邦
彦
氏
「
鎌
倉
幕
府
守
護
管
国
統
治
機
構
」（
伊
藤
氏
『
鎌

倉
幕
府
守
護
の
基
礎
的
研
究
【
論
考
編
】』〈
岩
田
書
院
、
二
〇
一
〇
年
〉、

所
収
）、
な
ど
が
あ
る
。

（
６ 

）
前
掲
注
（
５
）『
兵
庫
県
史
』
第
二
巻
第
二
章
第
三
節
中
の
「
播
磨
の
広

峰
氏
」
の
項
に
以
下
の
記
述
が
あ
る
こ
と
に
よ
る
（
同
書
、
二
三
三
頁
）。

　
　

 （
前
略
）
文
永
年
間
と
伝
え
る
が
、
息
子
治
部
大
夫
を
な
に
か
の
宿
直

に
勤
務
さ
せ
た
と
述
べ
て
い
る
播
磨
国
御
家
人
広
峰
兵
衛
尉
長
祐
が

い
る
。（
後
略
）

（
７ 

）
弘
安
二
（
一
二
七
九
）
年
十
月
十
五
日
沙
弥
等
連
署
奉
書
（『
鎌
倉
遺

文
』
一
三
七
三
八
号
）。
な
お
、
当
該
文
書
は
、「
沙
弥
某
等
連
署
大
番
役

覆
勘
状
」
と
い
う
文
書
名
で
、『
兵
庫
県
史
』
史
料
編
中
世
二
、
お
よ
び

『
姫
路
市
史
』
第
九
巻
史
料
編
中
世
２
に
も
収
録
さ
れ
て
い
る
（『
兵
庫
県

史
』
は
広
峯
神
社
所
蔵
「
広
峯
神
社
文
書
」
四
号
、『
姫
路
市
史
』
は
広
峯

神
社
所
蔵
「
広
峯
神
社
文
書
」
一
―
（
五
）
号
）。

（
８ 

）
弘
安
八
（
一
二
八
五
）
年
十
一
月
二
十
三
日
広
峯
長
祐
着
到
状
写
（『
鎌

倉
遺
文
』
一
五
七
四
三
号
）。
な
お
、
当
該
文
書
は
、『
鎌
倉
遺
文
』
と
同

じ
文
書
名
で
、『
兵
庫
県
史
』
史
料
編
中
世
二
、
お
よ
び
『
姫
路
市
史
』
第
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兵
衛
五
郎
」
に
つ
い
て
は
、
後
者
の
名
字
が
「
島
田
」
で
は
な
く
、「
隅

田
」
と
解
さ
れ
た
上
で
、
両
名
を
六
波
羅
探
題
北
方
の
北
条
時
茂
の
家
人

と
推
測
さ
れ
て
い
る
が
、「
南
条
左
衛
門
尉
」
以
外
、
そ
の
推
測
の
根
拠
を

示
さ
れ
て
い
な
い
（
佐
藤
氏
『
増
訂
鎌
倉
幕
府
守
護
制
度
の
研
究
―
諸
国

守
護
沿
革
考
証
編
―
』〈
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
一
年
〉、
一
九
二
〜

一
九
三
頁
）。

　

な
お
、
訴
訟
担
当
奉
行
が
訴
状
の
裏
に
花
押
を
記
入
す
る
こ
と
に
つ
い

て
は
、
佐
藤
進
一
氏
『
新
版
古
文
書
学
入
門
』（
法
政
大
学
出
版
局
、

一
九
九
七
年
）、
一
四
六
頁
、
参
照
。

（
26 
）
前
掲
注
（
24
）
に
同
じ
。

（
27 
）
試
み
に
『
外
記
日
記　

新
抄
』
を
繙
い
て
み
る
と
、「
所
被
渡
武
家
之
山

僧
〈
黒
讃
岐
〉、
今
日
被
拷
問
」（
文
永
元
年
四
月
二
十
三
日
条
）
や
、「
今

日
武
家
使
者
下
向
南
都
」（
同
年
八
月
二
日
条
）、「
山
門
悪
徒
張
本
大
略
被

召
出
武
家
云
々
」（
文
永
二
年
二
月
十
五
日
条
）
な
ど
が
管
見
に
入
っ
た

が
、
い
ず
れ
の
「
武
家
」
も
六
波
羅
を
指
す
と
み
て
よ
い
よ
う
に
思
う
。

（
28 
）『
外
記
日
記　

新
抄
』
文
永
四
年
四
月
二
十
八
日
条
。

（
29
）
前
掲
注
（
５
）
梶
川
氏
論
文
Ｂ
、
四
一
四
頁
。

（
30 
）
前
掲
注
（
５
）
伊
藤
氏
論
文
、
三
三
一
〜
三
三
二
頁
。
伊
藤
氏
「
鎌
倉

幕
府
京
都
大
番
役
覚
書
」（
前
掲
注
（
５
）
伊
藤
氏
著
書
、
所
収
）
掲
載
の

「〔
附
表
〕
鎌
倉
幕
府
京
都
大
番
役
勤
仕
一
覧
」（
四
二
二
〜
四
二
六
頁
）
も

参
照
。

　

な
お
、
建
治
二
（
一
二
七
六
）
年
の
時
点
で
の
播
磨
国
の
守
護
が
得
宗

の
北
条
時
宗
で
あ
り
、
時
宗
以
前
の
播
磨
国
の
守
護
は
小
山
宗
長
で
、
小

山
氏
か
ら
得
宗
時
宗
へ
の
守
護
の
「
交
替
の
時
期
は
建
治
二
年
と
し
て
も

相
当
接
近
し
た
時
期
」
と
す
る
理
解
を
佐
藤
進
一
氏
が
示
さ
れ
て
い
る

さ
ら
に
、『
鎌
倉
遺
文
』
と
『
兵
庫
県
史
』
は
日
付
を
「
正
元
々
年
閏
十
月

十
八
日
」
と
す
る
が
、
本
稿
で
は
、
三
種
の
史
料
集
中
、
最
も
新
し
い
史

料
集
で
あ
る
『
姫
路
市
史
』
の
「
正
元
々
年
閏
十
月
十
六
日
」
に
し
た
が

う
こ
と
に
し
た
。

（
14
）『
鎌
倉
遺
文
』
一
一
九
八
八
号
。

（
15 
）
た
と
え
ば
、
前
掲
注
（
５
）
森
氏
論
文
Ａ
、
五
九
頁
、
同
森
氏
論
文

Ｂ
、
一
二
六
頁
、
同
梶
川
氏
論
文
Ｂ
、
四
一
四
頁
。

（
16
）
前
掲
注
（
５
）
伊
藤
氏
論
文
、
三
三
一
頁
。

（
17 
）
北
条
時
輔
に
つ
い
て
は
、
遠
山
久
也
氏
「
得
宗
家
庶
子
北
条
時
輔
の
立

場
」（
北
条
氏
研
究
会
編
『
北
条
時
宗
の
時
代
』〈
八
木
書
店
、
二
〇
〇
八

年
〉）
参
照
。

（
18 
）『
外
記
日
記　

新
抄
』（『
尊
経
閣
善
本
影
印
集
成
』）
文
永
元
（
一
二
六
四
）

年
十
一
月
九
日
条
。

（
19 
）『
関
東
評
定
衆
伝
』（『
群
書
類
従
』）
文
永
九
（
一
二
七
二
）
年
条
、『
帝

王
編
年
記
』（『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』）
文
永
九
年
二
月
十
五
日
条
な
ど
。

（
20 
）『
吾
妻
鏡
』（『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』）
正
嘉
元
（
一
二
五
七
）
年
二
月

二
十
六
日
条
。

（
21 
）
前
掲
注
（
５
）
梶
川
氏
論
文
Ａ
、
四
四
四
頁
、
同
梶
川
氏
論
文
Ｂ
、

四
一
一
頁
。

（
22
）『
鎌
倉
遺
文
』
一
〇
四
五
四
号
。

（
23 
）『
天
台
座
主
記
』（
第
一
書
房
、
校
訂
増
補
本
）
第
八
十
四
世
澄
覚
の

項
、
文
永
四
（
一
二
六
七
）
年
四
月
二
十
九
日
条
。

（
24 
）
前
掲
注
（
５
）
梶
川
氏
論
文
Ｂ
、
四
一
二
、四
一
四
〜
四
一
五
頁
。

（
25 
）
佐
藤
進
一
氏
は
、「
南
条
左
衛
門
尉
」
と
「
河
井
右
衛
門
尉
」
は
六
波
羅

探
題
南
方
の
北
条
時
輔
の
家
人
と
、
ま
た
、「
高
橋
右
衛
門
尉
」
と
「
島
田
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（
38 
）
拙
稿
「『
広
峯
氏
系
図
』
に
つ
い
て
」（『
東
海
大
学
文
学
部
紀
要
』

一
一
〇
、二
〇
二
〇
年
）、
五
、八
頁
。

（
39
）
広
嶺
忠
胤
氏
『
廣
峯
牛
頭
天
王
』（
広
峯
神
社
社
務
所
、
一
九
一
八
年
）。

（
40 
）
広
峯
長
祐
注
進
状
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
日
付
は
「
文
永
八
年
八
月

廿
日
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
（
前
掲
注
（
39
）
広
嶺
氏
著
書
、一
三
〇
頁
）。

（
41 
）『
兵
庫
県
史
』
史
料
編
中
世
二
、六
四
〇
、七
六
八
頁
。

（
42
）
前
掲
注
（
38
）
拙
稿
。

（
43 
）
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
謄
写
本
『
広
峰
系
図
』（
請
求
番
号

二
〇
七
五
―
九
七
五
）。
な
お
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
の
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル

サ
イ
ト
に
こ
の
系
図
の
画
像
が
公
開
さ
れ
て
い
る
。

（
44 
）
本
文
で
以
下
に
述
べ
る
よ
う
に
、（
ウ
）、（
エ
）、（
オ
）
の
関
係
が
は
っ

き
り
し
な
い
た
め
、
原
文
と
同
じ
箇
所
で
改
行
し
て
引
用
す
る
こ
と
に
し

た
。

（
45
）
弘
安
八
年
十
一
月
二
十
三
日
広
峯
長
祐
着
到
状
写
は
、
前
節
で
引
用
。

（
46 
）
本
文
で
以
下
に
記
す
『
吾
妻
鏡
』
か
ら
得
ら
れ
た
宗
尊
関
係
の
情
報

は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
同
書
の
当
該
日
の
記
事
に
よ
る
。

（
47 
）『
外
記
日
記　

新
抄
』
の
記
主
が
十
三
世
紀
中
期
に
外
記
を
務
め
た
実
務

官
人
の
中
原
師
種
と
推
定
さ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
遠
藤
珠
紀
氏
「
鎌

倉
中
後
期
の
中
原
氏
西
大
路
流
―
尊
経
閣
文
庫
所
蔵
『
外
記
日
記
（
新

抄
）』
を
通
し
て
―
」（
遠
藤
氏
『
中
世
朝
廷
の
官
司
制
度
』〈
吉
川
弘
文

館
、
二
〇
一
一
年
〉、
所
収
）
を
参
照
。
な
お
、
本
文
の
以
下
の
部
分
で
引

用
す
る
『
外
記
日
記　

新
抄
』
の
記
事
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
同
書
の
当
該
日

の
記
事
に
よ
る
。

（
48 
）
長
井
頼
重
に
つ
い
て
は
、
森
幸
夫
氏
「
六
波
羅
探
題
評
定
衆
考
」（
前
掲

注
（
３
）
森
氏
著
書
、
所
収
）
を
参
照
。

（
前
掲
注
（
25
）
佐
藤
氏
『
増
訂
鎌
倉
幕
府
守
護
制
度
の
研
究
―
諸
国
守
護

沿
革
考
証
編
―
』、
一
五
五
〜
一
五
七
頁
）。

（
31 
）
前
掲
注
（
５
）
梶
川
氏
論
文
Ｂ
、
四
一
五
頁
。

（
32
）
前
掲
注
（
３
）
森
氏
論
文
Ａ
、
五
九
頁
。

（
33
）
前
掲
注
（
８
）
に
同
じ
。

（
34
）
前
掲
注
（
32
）
に
同
じ
。

　

な
お
、
森
氏
が
作
成
さ
れ
た
「
六
波
羅
探
題
職
員
表
」（
前
掲
注
（
３
）

森
氏
論
文
Ｂ
、
所
載
）
の
文
永
八
年
の
項
に
、
奉
行
人
と
し
て
「
南
条
左

衛
門
尉
（
頼
員
）」
と
あ
り
、
そ
の
典
拠
が
広
峯
長
祐
注
進
状
で
あ
る
こ
と

を
示
す
、「
広
嶺
胤
忠
氏
文
書
（
遺
一
一
八
九
〇
）」
と
い
う
注
記
が
あ

る
。
一
見
す
る
と
、「
文
永
八
月
廿
日
」
の
日
付
は
「
年
」
字
と
何
月
で
あ

る
か
を
示
す
漢
数
字
が
欠
い
た
も
の
で
あ
り
、
広
峯
長
祐
注
進
状
は
文
永

八
年
の
文
書
、
と
森
氏
が
理
解
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
森
氏

に
よ
れ
ば
、
頼
員
が
六
波
羅
の
奉
行
人
で
あ
っ
た
の
は
、
北
条
時
輔
が
六

波
羅
探
題
南
方
の
任
に
あ
っ
た
文
永
元
年
十
一
月
か
ら
文
永
九
年
二
月
ま

で
で
あ
り
、
そ
の
期
間
内
の
「
最
後
の
年
の
文
永
八
年
に
懸
け
て
お
く
」、

と
の
こ
と
で
あ
る
（
前
掲
注
（
３
）
森
氏
論
文
Ａ
、
五
九
頁
、
同
森
氏
論

文
Ｂ
、
一
六
六
頁
）。

（
35 
）「
解
説
」（『
兵
庫
県
史
』
史
料
編
中
世
二
）、
七
六
七
〜
七
六
八
頁
（
該

当
部
分
の
執
筆
者
は
永
島
福
太
郎
氏
）、「
解
題
」（『
姫
路
市
史
』
第
九
巻

史
料
編
中
世
２
）、
八
三
九
〜
八
四
三
頁
（
該
当
部
分
の
執
筆
者
は
馬
田
綾

子
氏
）。

（
36 
）『
鎌
倉
遺
文
』
三
二
五
〇
五
号
。

（
37
）
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
写
真
帳
『
広
峯
文
書
』（
請
求
番
号

六
一
七
一
．
六
四
―
二
五
）。
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（
49
）『
吾
妻
鏡
』
治
承
四
（
一
一
八
〇
）
年
四
月
九
日
条
。

（
50 
）
蛇
足
な
が
ら
、
南
条
頼
員
は
、
訴
訟
に
関
与
す
る
奉
行
人
と
し
て
宗
尊

の
警
固
に
関
与
し
た
わ
け
で
は
な
か
ろ
う
。

（
51 
）
暦
応
三
（
一
三
四
〇
）
年
七
月
日
広
峯
長
種
軍
忠
状
写
（「
広
峯
氏
系

図
」
所
載
文
書
一
覧
表
中
の
E
―
①
）
が
偽
文
書
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て

は
、
茨
木
一
成
氏
「
広
峯
文
書
と
系
図
の
あ
い
だ
―『
大
日
本
史
料
』
六

－

六
、
暦
応
三
年
二
月
十
七
日
条
所
収
文
書
の
再
検
討
―
」
を
参
照
。

（
52 
）
勤
仕
の
期
間
が
七
月
九
日
か
ら
八
月
十
九
日
で
計
四
十
一
日
と
中
途
半

端
な
日
数
に
な
る
こ
と
が
気
に
な
る
が
、
宗
尊
が
京
都
に
到
着
し
た
七
月

二
十
日
か
ら
実
際
に
勤
仕
し
た
日
数
は
丁
度
三
十
日
に
な
る
（
文
永
三
年

の
七
月
は
大
の
月
で
あ
る
）。

（
53
）
前
掲
注
（
２
）
参
照
。
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Abstract

A historical document on “the final incident”
─ A short study on Hiromine Nagasuke Cyuushinjou （広峯長祐注進状 

the report by Hiromine Nagasuke ）─

SANTA Takeshige

The subject of this paper is to verify the date of creation of a document, called Hiromine 

Nagasuke Cyuushinjou ( 広峯長祐注進状 the report by Hiromine Nagasuke), and the details of 

the night watch described in the document.

 It is no exaggeration to say that previous studies have only examined the text of this 

document, which contains little information. Therefore, none of the tentative proposals presented 

have been persuasive.

 Deviating from this trend in research, this paper takes as its clue the notes in the Genealogy of 

the Hiromine family, which contains the document, and focuses on articles in“Azuma Kagami”

（『吾妻鏡』 a history book of the Kamakura Shogunate）, and on articles in“Geki Nikki Shinsho”

（『外記日記　新抄』, a diary presumably written by a working official in the Imperial Court). As a 

result, it is made clear that the specific duty of the night watch that hiromine Nagasuke 

performed was to guard Prince Munetaka, the former Shogun, who was dismissed and exiled to 

Kyoto, at Rokuhara in 1266.
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